
看護研究集録 (2014.12) 平成２５年度:92-93.

肝炎から肝臓がんに移行した患者が抱える不確かさの分析―Mishel の不
確かさ理論を用いて―

関本 泰子, 江口 卓也, 山本 麻美子, 瀬川 澄子



【目的】
　肝炎から肝臓がんに移行した患者が抱える不確かさを
Mishel の不確かさ理論を用いて明らかにし、看護援助
を検討する。

【方法】
　肝炎から肝硬変へ移行し、肝臓がんを発症した患者を
対象とした。半構成的面接法を用い、インタビュー内容
をコード・カテゴリー化した。

【倫理的配慮】
　Ａ大学病院倫理委員会の承認を得た。研究の趣旨と中
断可能であることを口頭及び書面で説明し同意を得た。

【結果】
　《病状の曖昧さと自らの健康観による病気の不確かさ》

「病院に通院することが病気なんだと思う」と受診する
ことで病気を自覚することがあった。「痛いも痒いもな
いから」と自覚症状がない肝炎を病気と捉え難いと感じ、

「仕事を普段通りできる」と著変なく過ごせる日常に自
身の健康観を見出すことで安寧を得ていた。
　《予測不可能ながんの診断と手術への不確かさ》自ら

得た知識や医師の言葉から今後を予想していたが、「一
生発症しない人もいると医師に言われた」と自身に当て
はまらないと考えることもあり、がん告知を受けた際に
は受け止め難いと感じていた。長い経過の中で獲得され
た知識や不確かさの評価により、「切るのが最善だと言
われた」と手術を最適の治療と捉えていた。
　《繰り返される再発への不確かさ》再発を繰り返すこ
とは理解しているが、「いつかは来るだろう」と予測で
きない再発に漠然とした不安があった。患者の中には、
いずれ必要となる生体肝移植に希望を持つが、ドナーと
なる家族を巻き込むことに葛藤を抱いていた。

【考察】
　再発への不安は手術を終えた瞬間から生じ、繰り返す
度に抱く不安は増大すると言われている。再発への不安
を抱きながらも、生の終結を迎えるまで疾患と向き合っ
ていかなければならない。肝炎から肝臓がんへ移行した
患者を支える看護とは、不確かさを抱く患者に寄り添い、
患者の治療に関する自己決定を支持し、人生における肝
炎および肝臓がんの意味づけを共に考える援助が重要で
ある。
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